






































































































るのが平底匝鉢や鉢状匝鉢に続く、 M 字形匝鉢である o M 字形匝鉢は、
窯内部での使用状態立て断面が M 字形を持つもので、中央上部に碗や鉢
が上向きに置かれ、これを重ねて使用するものである O 碗形状に合った匝
鉢の完成で、 窯内部の無駄な空間が約40% 減少する O 従来の窯詰め点数に




となる o V 字形匝鉢は、現在までの研究で
主に景徳鎮と景徳鎮系諸窯で使用が始まっ
たと考えている O 我が国に於いても V 字
形匝鉢の使用が多かったが、明代以降の景
徳鎮や景徳鎮諸窯からの影響と考えてよい




図 M 字形臣鉢 (上) とV
字形匡鉢 (下)




れる D その一つが、“覆焼"という窯 詰法である O 河北省定窯で始められ
たといわれるこの手法によって、 一窯、おおよその計算で V 字形匝鉢の










ものである D この時口縁部には支圏具と呼ぶリング状の支えを用いる O 写
















































|隔と器 高であれば匝鉢内に納めることが出来る O 良く知られる唐代越窯玉
壁底碗のように器高のそれほど高くないものであれば、匝鉢の高さまで間
隔具として芽土を置き 3 枚 4 枚と重ねて納めることも可能であった。
匝鉢形状が、 ー匝鉢にー碗を納める M 字形匝鉢や V 字形匝鉢へ移行す
ると、素地形状の画一化への要求が生じることとなる O 直径13cm 前後の碗
の場合、この碗を納める匝鉢側壁と碗体部の納まる空間は、およそ 3~4
cm の|隔をもっている O この空間に納めるためには①最大幅と器高以外に、





触し、これ又離れなくなる O そのために②高台の直径を定め、 ④高台の厚
さも一定にしておき①高台部からの器壁角度を定めておく必要が生じる O
さらに、定窯において覆焼が始まると、この碗体部誤差への要求は支圏
具の厚みより推察して小碗で 1 cm 以下、大碗で1. 5cm 以下の空間に納める
こととなる O 碗壁部の厚さと角度が正確に出来ていれば、 高台部を低く 薄










正確な水投き成形にある D 清朝末、河北省磁州窯の例では、 一工人が一日
一千個の碗を作るというのが醜櫨職人雇い入れの条件であったという O こ












































きあがる D この時、深さを測るためにトンボと呼ぶ測器具を用いる o T 字
形をした竹製のトンボは、縦軸が碗の見込み深さを、横棒長さが碗の外壁
直径を表わしているので、それぞれ見込み底部と口縁部外周に当るように
成形する O 正確に碗内側にコテが当っていることと、 トンボで底部口縁部
の三点が正確に測れていれば、全く同器形の碗が出来上がるはずである O
景徳鎮の例では、コテは姿器碗の一部を削りだして作ったもので(写真

























具と して中国の “利頭"がある O これは景徳鎮湖田窯宋代遺祉や他の古窯
祉でも出土の報告があり、外観器形はほぼ現在の日本仕様のものと似てい
るO 使用法もほとんど変わらないと推察される o I銑杯は、杯(素地)に
鈎がけを加えて器表を平滑にする作業である O 俗に利杯または控杯と呼ば
れる。」と 『景徳鎮陶録』にある D この
頭"と言うのでで、あろう O “利頭"の利は、鋭 く削り取ることを指している O
ところでこの中国に於ける高台の削り出し、特に高台内の削りのタイミ
ングは時代によって変化をしている O 理由は、水投きと高台削りの聞に新












写真 7 様々な土活 写真 8 印杯作業
































































































































祉からは、大観 (107 - 10) と政和 (1 -18) 銘の印花碗残片が出
土しており、元豊(1 078 - 1085) 時期以降印花装飾をもっ器物の出土報告
は増す傾向がみられる。
さて、ここで古窯跡から出土した、年代の確かな陶泡を取り上げてみる O
紀年銘の多くは、陶活内側に刻まれた製作年と思われるものである O 図 6
は、山西省考古研究所所蔵の山西省介休窯窯祉出土の白姿陶活実測図で、
北宋末政和 8 年(1 18) の年号が陶沼裏面に刻まれる o 介休窯は、 1950 年
代にすでに窯祉の存在を知られていたが、 198 年に調査が始められ19 年
の試掘によって陶沼が出土している O 北宋代に作られた陶氾で、生産年が
確実なものは今のところ介休窯の 1 点である O 次に陳西省耀州窯遺壮出土
品の陶沼、金大定十年 (170) が知られる D 続いて河北省定窯遣社出土の
陶氾が、金大定二十四年 (184) 写
真10 と同二十九年 (189) 写真1 が
合計 4 点あり、同じく定窯遺祉出土
の金泰和三年 (1203) 写真12 と同六


























写真10 定窯遺祉出土の陶活 (1184年) 写真1 定窯遺祉出土の間活 (1189年)






























































































































間は、高さ方向でわずか 1 cm から1. 5cm で、ある O 陶氾使用の結果、従来の
V 字形匝鉢や M 字形匝鉢の使用に対して、 3 倍以上に達する製品の窯詰
が出来るようになる O
素地を矯正するための正確な陶泡の使用は、従来の刻花装飾から進んだ




















2) 水上和則「窯道具から見た龍泉窯櫛描紋青姿碗の位置付けJr専修人文論集 No.84 J 




胎" (卵の殻のように薄い黒色胎をもっ) と呼ばれるきわめて薄作り の陶器がある。
代表的器形はワイングラスのような杯で、これは、上部の杯部と下部の脚部を別々
にロクロ水位きされ、接合されている。厚さは0.5 から1. 0mm 前後できわめて薄く、
笠状にひろがる杯部口縁ではさらに薄く 、紙のように作られている。脚部では、強
度を増すためか鋭く折れ曲がる台状の造形をもち、その接地面では、あまりの薄さ





4 )景徳鎮古窯博 物館での木質聴櫨での製作実演では、 1 まずみ車" の効果により 一度
の回転力を与えておよそ 2分間の回転が得られており、なお回転にはゆとりがある
と感じられた。





6 ) 北村弥一郎 『清国窯業視察報告J 農商務省商工局、明治41 年29 図。
7)藍浦・愛宕松男訳注 『景徳鎮陶録 2 j 201 頁.東洋文 庫465 、。
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